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本に親しむ

R１.5.２４

第１９話

３階に、図書室があります。

昼休みには生徒が訪れ、本を探したり読んだりにぎわっています。

活字離れが叫ばれ、メール世代の子どもたちに、紙をめくることの

よさ、次ページを目にするワクワク感を味わって欲しいと思います。

１ページ、１ページをめくり、活字を丁寧に目で追いかけながら読

み進めると、集中力が鍛えられ、何より無限の世界に入り込める素晴

らしさが読書にはあります。

下の写真のように、本が整然と並べられていたり、木仕様のゆった

りとした机が配置されていたりするなど、子供たちの興味を惹きつけ

る居心地の良い空間となっています。

この空間づくりに、図書館司書の方が毎週来られ、整備をしていた

だいています。こうした方の心配りもあって、本の扱いにも優しい生

徒達です。

感謝の心で「本」に接し、教養を広げてくれることを期待します。

「よき書物を読むことは、過去の最もすぐれた人たちと会話を

かわすようなものである」 （ルネ・デカルト フランスの哲学者）


